
主要メンバー 一覧
店舗名 所属

和菓子店 あわ家惣兵衛 佐藤 公明

和菓子大吾 大草 慎二

栄泉 佐藤 洋一

その他協力店舗（３店舗）

洋菓子店等 ナカタヤ 中田 亘伯留

パティスリー プラネッツ 山本 紋子

おだふじ 西山 良太 、中條 広行 、鎗田 淳

その他協力店舗（３店舗）

菓子店舗以外 マーケティングプロデューサー 大和田 満 他、数名の協力者

区職員（兼務職員） 大泉総合福祉事務所 高原 里枝子

大泉パティシエクラブ

～お菓子deつながるプロジェクト～
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事業目的
大泉パティシエクラブは、自主的な活動団体や地域住民と連携

し、大泉地域の農家を巻き込んで、練馬ならではの名物菓子を開
発・販売するなどし、お菓子で大泉地域を盛り上げていくことを
目指しています。また、製菓業界の就業人口課題や商店街の活性
化に向け、菓子店舗が協働することによって可能となるシナジー
を創り出していきます。
さらに、この地域おこしのステップを、地域住民や区内外に広

げていくため、情報発信、食育活動、創業支援や菓子業界への就
業の応援をします。

お菓子のまち“大泉”

農家 大泉パティシエクラブ 地域住民・団体

お菓子で、
地域おこし！
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地域資源の活用

取組の発展
３年間の到達目標

→協力店舗・認知度拡大

地域連携

認知度／ブランド力

１年目 ２年目 ３年目

・SNSの活用
①イベントの開催情報の発信
②店舗の季節商品等の紹介

また、それぞれの店舗が持って
いるSNSフォロワーを大泉パ
ティシエに取り込んでいき、認
知・ファンの拡大を目指す

・店舗周遊型イベント

・自主イベントの開催

・区内の農作物を使った
オリジナルスイーツの開発

・旬のイベントの機会出店

・農家、地元団体との連携の充実
【計画３・計画４】

・補助金に依存しない取組の検討
（自立型事業に向けた企画）【計画６】

４年目以降
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認知拡大

・農家・飲食店との共同
の取組

・地元団体との連携

・各地でのイベント出店【計画２】

・団体の強み・個性を生かした
住民参加型企画【計画１】



令和６年度の主な計画

SNSによる認知拡大

団体の強み・個性を生かした住民参加型企画

4

各地でのイベント出店

農家等との共同の取組

計画
１

地元団体との連携

新規

継続

継続発展

継続

継続

自立型事業に向けた今後の計画づくり

計画
２

計画
３

計画
４

計画
５

計画
６



区民参加イベント「ねりま観光ツアー」とのタイアップ

開催概要

内 容

開催日：令和７年１月２５日（土）
場 所：勤労福祉会館
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和菓子体験
（ねり丸ねりきり）

洋菓子体験
（カップケーキ）

計画１ 団体の強み・個性を生かした住民参加型企画

第３セクターの練馬区産業振興公社（ねりま観光センター）が主催する区内観光・体験企画に、
大泉パティシエクラブの職人によるお菓子作りを学ぶことができる住民参加型の体験ツアーを提案・
共同企画したもの。洋菓子作り体験と和菓子作り体験に分けて実施。



ねりま観光ツアー 開催の様子
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▲お土産（ねりコレ認定商品）

洋菓子体験

和菓子体験

洋菓子 和菓子

結 果

☻普段関わりのない職人との対話、製菓の面白さやプロの技術など
を目の当たりにできる希有な体験と新たな企画のあり方を確認。

☻大泉パティシエクラブ初の試みとなる製菓講座。
応募倍率は約10倍という想定以上の反響を生んだ。

☻主催者側も「お客様に喜んでいただく」喜びを改めて実感。今後、自主企画での開催も目指す。

☻親子を対象に実施したことで、次世代の子どもに興味関心を引き出し、地域への愛着や菓子作りの
楽しさを体験させることのできる取組になった（担い手づくり計画の第一歩）。

☻一度に複数店舗の職人から指導を受けられる、団体ならではの
強みを活かした企画。
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イベントの目的
●地域団体同士、農福連携等のきっかけ・場づくり
●コロナ禍で打撃を受けた商店街全体の活性化の起爆。
●住民の大泉への愛着と誇りの醸成を促し、住民自らが魅力を発信する仕組みづくり など

５月 ①アニメプロジェクト 【２年連続２回目】 出張出店

12月 ②大江戸線延線マルシェ【２年連続２回目】 出張出店

１月 ③（ねりま観光ツアー ※既述） 住民参加イベント

２月 ④第３回 大泉スイーツフェスタ【３年連続３回目】 自主イベント

今年度参加したイベントについて
⇒計４回のイベントに参加

計画２ 各地でのイベント出店



イベント①（出張出店 アニメプロジェクト）

開催概要

内 容

開催日：令和６年５月１９日（日）

場 所：大泉学園周辺
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結 果

☻（参加者の声）チラシで出店情報を見て、“大泉パティシエクラブ目当て”で買いに来た。

☻アニメや大泉に因んだ商品を販売することで、大泉地域全体の商業的価値のブランディングに寄与。

☻大泉パティシエクラブの認知度の拡大とファンの存在を確認。

「ジャパンアニメーション発祥の地大
泉」を広く周知するとともに、アニメに
よる地域の活性化を促進するため、地元
商店会やアニメ・映像事業者などが連携
したアニメイベント。

☻パティシエクラブ６店舗の商品を少しづつセットした限定商品３００セットが完売

販売商品（和×洋コラボ）、当日の様子▼

計画２ 各地でのイベント出店(続き)



イベント②（出張出店 マルシェ de延伸大江戸線）

開催概要

内 容

開催日：令和６年１２月３日～４日（平日２日間）

場 所：練馬区役所アトリウム
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結 果

▲会場全体の様子

昨年比：売上５万円UP

練馬区主催のイベント。延伸地域の農産物
や地域内のお店のお弁当・お菓子等をマル
シェ形式で販売することにより、延伸地域の
魅力を延伸計画とともに広く周知する。

個商品で約１,２００個の商品を販売

☻隣接で販売する野菜のマルシェ販売等とともに、大泉の魅力発信に寄与。

☻地元地域の他業種店舗との交流もでき、新たな機会の可能性を掴むことができた

☻出店の機会をいただくことで、出店に掛かる人的、費用的コストの削減が図れた。

各店舗自慢のお菓子を販売▼

計画２ 各地でのイベント出店(続き)

☻投稿しているSNSを見て来場くださる方も大勢いらっしゃり、認知度の拡大を感じた。
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イベント④ （自主開催：第３回大泉スイーツフェスタ）

開催概要

内 容

開催日：令和７年２月２４日（月休）
場 所：勤労福祉会館

大泉地域を代表する店舗の銘菓や練馬産の
農産物を使用したお菓子をテーマに各店舗の
お菓子を販売。
交流を深めた農家や飲食店の出店のほか、

「農と和菓子に関する講座」や区内の茶道団
体によるお茶会など、４種類の講座を用意。
学生ボランティアも昨年の２倍の協力を得て、
一体となった取り組みができた。

計画２ 各地でのイベント出店(続き)



11

お茶会

低温熟成のさつま芋や栗など
を生産する農家で、パティシ
エクラブ店舗の数店舗が材料
を仕入れる農家を招き、ねり
ま野菜の魅力を講演するとと
もに、和菓子により素材を引
き出す掛け合わせにより、盛
況を収めた。

農×和菓子
講座

地域おこしプロジェクト卒業団体（練馬シェ
フズクラブ）、実施中団体（春日町町会）の
取組がきっかけで縁を得た練馬区華道茶道連
盟、学芸大学付属国際中等教育学校ボラン
ティア部との協力を得て、地域団体同士で協
働する体制づくりを構築

地元学生

大泉スイーツフェスタでは、
計画３ 農家等との共同の取組と 計画４ 地元団体との連携 を達成

学生からのアンケートでは、全員から学び、やりがいを得られたとの感想をいただきました！



約２，０００人 来場
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大泉スイーツフェスタでは、
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大泉スイーツフェスタ 開催結果

☻様々な団体同士が合同で魅力を発信できた機会。
練馬の農産物と菓子、日本文化（茶道）との融合、菓子と珈琲/ワインなどの親和性のある
個人や団体とのつながりを生むなどの相乗効果があった。

☻昨年以上に地元学生・農家・他飲食店と連携して協力体制を構築することができた。
地元学生は留学生も多く、就労体験と合わせて「お茶点て体験」など日本文化の学びとして
提供でき、単に労働力の提供にならないWinWinの関係を構築できた。

補助事業終了後は、コスト面のハードルが高い
ため、資金のストックや協賛相手の獲得も必要。

☻観光センターの製菓講座で培った住民参加型企画を土台に、地元野菜を使い、生産者と生
産物も紹介する大人向けの製菓講座に仕立てたことで、初年度から描いていた地域資源の
活用や、農福連携への足掛かりができた。

ワインセミナーでは、卒業プロジェクトの
ねりまワインプロジェクトによる「ねりまワイン」
を使えるとよかった。



大泉地域のお菓子の魅力、イベント情報等を伝えるために、Instagram/Facebook/X

の投稿を継続中。令和７年3月1日時点で、約1,800名の方に愛されています。
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初年度比

約2.5倍

フォロワー数
（R5.3）

フォロワー数
（R6.3）

フォロワー数
（R7.3）

Instagram 430 876 1,049

X（旧Twitter） 230 512 690

Facebook 50 75 77

合計 710 1,463 1,816

0 500 1000 1500 2000

Instagram

X(旧Twitter)

Facebook

合計

フォロワー数（R6.3） フォロワー数（R5.3） フォロワー数（R4.3）

計画５ SNSによる認知拡大
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SNS店舗紹介（裏エピソード等）企画

裏エピソードとともに、製造工程の紹介も♪

その他にも、大泉の
名所紹介など、お菓
子以外の魅力も発信
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3年間の到達目標に対する成果（定量の推移）
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認知拡大

地域連携

取組の発展

指標 R4（3月） R5（3月） R6（3月） 結果

SNSのフォロワー数 ※再掲
710 1463 1816

353人増
（＋24％）

指標 R4 R5 R6 結果

パティシエクラブ会員・準会員数 １０ １３ １４ ＋１店舗

指標 R4 R5 R6 結果

菓子店舗以外で
協力関係にある店舗や団体数

５ １０ １６ ＋６団体



３年間の成果と今後の計画
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計画６ 自立型事業に向けた計画づくり

事業目的（P.2要点抜粋） 成果（まとめ） 今後の展開（案）

他の団体や住民を巻き込ん
だ取組を実施し、
名物菓子の製作やお菓子で
地域を盛り上げる機運を醸
成

①農家や地域団体、学生と一体となった
取組を拡大させることができた

②イベントに向けた商品を開発したり、
パティシエクラブセットを限定販売する
など、個店ではできない取組を実施した

・経験のあるイベントを中心に継続し、地域団体
や地元学生等と引き続き協働。地元のお祭りなど、
沿線の商店会・団体との輪をつなぎ、エリアを拡
大させていく。

・パティシエクラブセットを四季折々の内容にす
るなどにも挑戦。また、協力店や観光案内所等で
の紹介・販売等も目指す。

製菓業界の就業人口課題と
商店街の活性化に向けたシ
ナジーを生み出す

製菓事業の創業支援・菓子
業界への就業応援をする

①大泉を周遊するスタンプラリーや
スイーツフェスタを通し、累計15店舗以
上で取組を実施した

②商店会のイベント等では縁のなかった
製菓店が、パティシエクラブとして団体
出店し、他店への活力と彩りを提供した

③３年間の間では実績を上げることがで
きなかった

就業人口に直接コミットする取組は行えなかっ
たが、今年度実施した「親子向け製菓講座」を
生かし、お菓子づくりや製菓業界に興味を持っ
てもらうための企画は検討中。

（例）
・お菓子作りが好きな地域住民が製菓教室を開講
するまでの養成講座

・障害がある方向けの就労体験イベント

大泉＝お菓子の街として認
知拡大し、お菓子で地域お
こしを行う

①SNSのフォロワーは右肩上がりで2,000
人に近づき、団体の知名度、住民の興味
関心を実感を持って上げることができた。

これからは自走できる体制が第一。必ずしも毎年
大型イベントを必須とはせず、まずは３年間で生
まれた繋がりを大切にし、SNSを中心に情報発信し
ながら、異業種とのコラボや費用対効果を考慮し
た企画を検討。

達 成

達 成

一部達成



Ⓒ大泉パティシエクラブ 

就労体験

団体の強みを

生かした企画
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イベント参加者

を担い手に

住民参加型教室

令和７年度は自走できる仕組みづくりに力を入れ、地域団体や農家、地元学生との関りを深めながら、練
馬大泉の商業観光的価値を一層高めていきます。また、協働事業を通じて大きく広がった認知度と
可能性を活かし、地域に根差した活動を継続させていきます。

SNSの継続

協力者の拡充

計画６ 自立型事業に向けた計画づくり

出張イベント

合同販売

農との連携
協働相手との

合同取組
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